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2単位

担当教員：（北海道）明星 智美、大木 えりか
 （東　京）上山崎悦代、大林 由美子、
 　　　　鷲野 明美、末永和也
 （愛　知）安藤 健一、神林 ミユキ
 （大　阪）山本 克彦、小松尾 京子
※担当教員は変更する場合があります。

専門科目／医療・福祉マネジメント科目群

ソーシャルワークと専門職
ソーシャルワークの専門職になりゆくとは ─ 価値・知識・技術から、ソーシャルワークを学ぶ

受講するにあたって

①下記の図書を受講までに読了すること、②オンデマンド科目「社会福祉援助技術論Ⅰ」を学習して
おくこと、のいずれかに取り組んでおくこと。

①事前学習の
　すすめ

岡部真智子・杉本浩章編著『社会人のための社会福祉士―社会人学生と実習指導者のための実習
読本』学文社、2011。なお、科目修了試験時は、本文献のみ持込可とする。

②参考図書

レポート形式の筆記試験による。 ①スクーリングでとりあげた事柄を正しく理解していること、 ②求められているこ
とを正しく受け止め、受講生自身が自ら「考え」「伝える」ことができていること、 ③自分の「考え」を根拠を
示しながら述べていることを評価のポイントとする。

③評価基準

本科目は、社会福祉やソーシャルワークの学習の初期にある学年の受講を想定しているが、受講学年
や社会福祉に係る経験等によって、自分自身の受講テーマを設定しておくこと。

④より学びを
　深めるために

講義目的・到達目標

講義の構成

講義は、おおまかに次の6つの項目からなる。
①専門職とは何か（導入としての専門職論）、②ソー
シャルワークのフレーム（ゲスト講義）、③ソーシャルワ
ークとは何か（ソーシャルワークの基礎理論）、④ソー
シャルワーク実践（シンポジウム）、⑤ソーシャルワーク
の価値・知識・技術、⑥ソーシャルワーク専門職にな
りゆくために
一般的な専門職の中から、ソーシャルワーク専門職の
特徴を見出し、基礎的な理論と現場実践とをつなぐ。
※会場によりプログラムの順序を変更することがある。

講義の流れ

科目担当教員による講義では基礎的な理論を整理
する。ゲストによる講義、シンポジウムでは、ソーシ
ャルワーク実践の具体的な展開を通じて、ソーシャ
ルワークの価値や魅力を明らかにしていく。ゲスト講
義・シンポジウムをふまえた担当教員の講義では、
理論と実践を結ぶ試みをする。随所にワークシートを
使った個人ワークやグループワークをとりいれ、受講
生相互の意見交換、講義内容の理解度の確認や
自身の考えをまとめていくことに取り組む。

講義のポイント

このような「？」をテーマに受講してほしい

1日目
担当教員の講義：何をもって「専門職」というのだろう？
ソーシャルワークとはどのような特徴を持つのだろう？

ゲスト講義：ソーシャルワークを学ぶとはどのようなことだろう？
ソーシャルワーク専門職に求められているもの（こと）はどの
ようなことだろう？

シンポジウム：社会福祉士・精神保健福祉士は、どのような
実践をしているのだろう？
ソーシャルワーク実践で大切にしていること、魅力はどのよう
なことだろう？

2日目
担当教員の講義：ソーシャルワークの価値・知識・技術とは
どのようなものだろう？
ソーシャルワーク専門職となりゆくためには何をしなければな
らないのだろう？

個人ワーク・グループワーク：講義で何がわかってきたのだろう？
講師や他の受講生の考えをどのように受け止め、私は何を
考えたか？
私はなぜ社会福祉士・精神保健福祉士になろうとしている
のだろうか？
私は本当にソーシャルワークの専門職になりたい（なる必要
がある）のだろうか？

本科目は、社会福祉の学習をはじめたばかりの学生を想定した専門導入科目である。ソーシャルワークがめざすもの、
価値・知識・技術の各側面からソーシャルワークとは何かを論じる。ゲスト講義やシンポジウムを通じて社会福祉士、
精神保健福祉士の実践にふれ、ソーシャルワーク専門職の実践イメージをつかみ、価値・知識・技術が実践においてど
のように体現されるのかを理解してほしい。

ソーシャルワークとは何かを理解する

ソーシャルワーク専門職に求められる実践力や職責を理解する。講義の後半では、社会福祉士・精神保健福祉士となり
ゆく具体的なプロセス（養成課程）やそこで期待されることをふまえたうえで、受講生各自が「専門職をめざす意味」
を考える。「ソーシャルワーク専門職」「社会福祉がわかる市民」のいずれの道を選択するかの判断に資するグループワー
ク等を取り入れる。

ソーシャルワーク専門職に求められる実践力の理解に基づき、自身が専門職をめざすかどうかの判断ができる

2単位

専門科目／医療・福祉マネジメント科目群

子どもと青年の育ちの支援
思春期・青年期の子どもとの対応は、「子育て」から「子育ち支援」への転換がキーワード

受講するにあたって

②の参考図書のうち、できれば、柏木の著書と木村、竹中、高垣の著書のなかで、関心がある書籍を最低1冊、
計２冊読んで参加して欲しい。柏木は現在の子育ての問題点として「先回り育児」の弊害について論じている。
木村は、青少年の非行について、竹中は引きこもりについて、高垣は不登校について論じている。

①事前学習の
　すすめ

柏木恵子『子どもが育つ条件』岩波新書
木村隆夫 『非行をのりこえる』子どもの未来社
竹中哲夫『ひきこもり支援論』明石書店
高垣忠一郎『揺れつもどりつ思春期の峠』新日本出版社

②参考図書

授業中の熱意と試験に代わる最終リポートで評価する。③評価基準

参考図書を熟読することが基本。④より学びを
　深めるために

講義目的・到達目標

講義の構成

1.担当教員による講義　①「子育てと子育ちの条件」、②
「非行・不登校・ひきこもりなどの問題行動の原因背景」、
③「家庭、家族支援の方法」

2.担当教員による心を通わせる体験、①「子どもと心を通
わせる会話法」体験、②「ものの見方、考え方を変える枠
組み転換法」体験

3.ゲスト講師による体験報告、①教師の立場から、②ひき
こもり克服体験者の立場から、③非行・犯罪克服体験者の
立場から

4.ゲスト講師によるパネルディスカッション「子どもと
青年の育ちの支援を考える」

講義の流れ

1.「心を通わせる体験」は、ワークショップ方式で行う。「枠
組み転換法」とは、一見否定的に見える性格や行為を、
角度を変えて肯定的に見ることを体験し、見方や考え方
の枠を広げる心理技法である。

2.ゲスト講師には、長年にわたって子どもの心をつかみ、
教育を行ってきた元教師と、ひきこもりや非行を体験し、
それを克服して成長してきた2人の青年を予定している。

3.パネルディスカッションは、受講生各位の質問・意見に、
各パネラーが答えるという方式で進行する。　　

講義のポイント

ワークショップによる
「会話法」「枠組み転換法」体験2

講義で、子育ち支援のあり方を
考える1

ゲスト講師の体験報告から学ぶ3

パネルディスカッションで
「子育ち支援」のあり方を再確認する4

最終リポート5

思春期、青年期になった子どもや青年は、無限の発達の可能性を持つと共に、成長発達の過程でさまざまな困難に直面し、
時には、不登校、非行、思春期障害などの問題が生じる場合もある。
思春期・青年期の子どもや青年との向き合いは、「子育て」という視点から、「子育ちの支援」という視点に切り替えな
ければならないが、多くの親たちは、世間の評価を気にするあまりいつまでも過度に子どもに関わり、子どもの挑戦し
ようという意欲を押さえ、結果として自立を妨げていることが少なくない。そこで、この授業では、非行やひきこもり
を体験し回復を実現した青年たちの生の声を聴くなど、様々な角度から子どもや青年の「育ちの支援」について考えて
みたい。

思春期・青年期の子どもや青年たちとの向き合い方を考える

担当教員：木村 隆夫


